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町
会
・
自
治
会
の
主
な
活
動
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
切
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八
潮
市
犯
罪
情
報
の
住
民
提
供
に

関
す
る
協
定
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八
潮
市
に
お
け
る
町
会
・
自
治
会

へ
の
加
入
促
進
に
関
す
る
協
定
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八
潮
市
町
会
自
治
会
へ
の
加
入

及
び
参
加
を
進
め
る
た
め
の
条
例
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防災訓練の様子

町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
毎
年
３
月
か
ら
４
月
ま
で
、
町
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間
を
設
け
、
町
会
・
自
治
会
活
動
の
展
示
や

未
加
入
者
へ
の
参
加
・
加
入
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
会
・
自
治
会
な
ど
の
組
織
は
、
大
規
模
災
害
時
に
最

も
頼
り
に
な
る
も
の
で
す
。

　

町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
、
日
頃
か
ら
近
所
の
方
と
交
流
を
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
で
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
○内
３
２
８

①
大
規
模
な
災
害
に
よ
る
被
害
の

防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
の
自
主

防
災
組
織

▼
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

▼
防
災
訓
練
（
初
期
消
火
・
炊
き

出
し
な
ど
）

▼
災
害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
方

（
要
配
慮
者
）
の
把
握
や
避
難
の

協
力

▼
避
難
所
の
開
設
・
運
営

▼
災
害
時
の
食
料
や
資
機
材
の
保

管
・
管
理
な
ど

②
空
き
巣
や
路
上
で
の
犯
罪
な
ど

を
防
ぐ
た
め
の
活
動

▼
防
犯
灯
の
設
置
や
管
理

▼
防
犯
講
座
の
開
催

▼
夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

▼
交
番
情
報
の
お
知
ら
せ
な
ど

③
ご
近
所
同
士
が
、
普
段
か
ら
ふ

れ
あ
い
（
交
流
）
を
も
て
る
事
業

の
実
施

▼
夏
ま
つ
り　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
親
睦
旅
行
（
日
帰
り
旅
行
）
な

ど

④
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
美
し

く
保
ち
、
住
み
や
す
く
快
適
な
環

境
を
つ
く
る
活
動

▼
道
路
・
水
路
・
公
園
な
ど
の
清

掃
活
動

▼
地
域
の
花
植
え
活
動

▼
ゴ
ミ
集
積
所
の
管
理
な
ど

⑤
誰
も
が
地
域
で
い
き
い
き
と
す

こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
活
動

▼
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
パ

ト
ロ
ー
ル

▼
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方

の
見
守
り
活
動
な
ど

⑥
地
域
に
密
着
し
た
情
報
の
発
信

▼
市
か
ら
の
情
報
の
回
覧
や
掲
示

▼
地
域
情
報
の
回
覧
や
掲
示
な
ど

■
災
害
の
規
模
が
大
き
い
と
き
ほ

ど
、地
域
の
力
が
頼
り
に
な
る

　

災
害
時
は
、
市
や
消
防
、
警
察

な
ど
が
全
力
で
災
害
対
応
を
行
い

ま
す
が
、
災
害
の
規
模
が
大
き
い

場
合
、
す
べ
て
の
方
を
迅
速
に
救

助
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家

屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
助
け
出
さ

れ
た
方
の
約
８
割
が
近
隣
住
民
に

よ
っ
て
救
助
さ
れ
、
生
存
率
も
高

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
は
、
「
地
域
の
絆
」
に
よ
り
避

難
所
運
営
や
地
域
で
の
助
け
合

い
、
災
害
後
の
復
興
な
ど
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
地
域
の
目
が
、
防
犯
や
子
ど
も

・
高
齢
の
方
の
見
守
り
に
つ
な
が

る
　

日
常
生
活
で
は
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
地
域
の
目
が
増
え
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　

　

ま
た
、
高
齢
の
方
の
見
守
り
や

声
か
け
、
防
犯
な
ど
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
お
ま
つ
り
や
防

災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
、地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
25
年
４
月
に
条
例
を
施
行

し
、
加
入
や
参
加
を
勧
め
て
い
ま

す
。

　

（
公
社
）
埼
玉
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
埼
玉
東
支
部
と
八
潮

市
、
八
潮
市
町
会
自
治
会
連
合
会

の
三
者
で
協
定
を
結
び
、
転
入
時

の
町
会
加
入
の
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

草
加
警
察
署
と
八
潮
市
、
八
潮

市
町
会
自
治
会
連
合
会
の
三
者
で

協
定
を
結
び
、
犯
罪
な
ど
の
情
報

提
供
や
、
重
篤
犯
罪
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
な
ど
の
情
報
は
、
草
加
警

察
署
か
ら
町
会
・
自
治
会
長
を
通

じ
て
加
入
者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　次のとおり「狂犬病予防集合注射」を実施します（雨天決行）。
　また、集合注射に来られない方は、動物病院で必ず予防注射を受けさせてください。
代登録済みの犬…3,300円（注射料金2,750円、注射済票交付手数料550円）
　新規登録の犬…6,300円（登録料として上記料金に別途3,000円）
　※つり銭のないようにお願いします｡
　※登録している犬が死亡した場合は、環境リサイクル課へ届け出してください。

【狂犬病ってどんな病気？】　人を含めたほ乳類に感染し発症したら治療法はありません。
死亡率は、ほぼ100パーセントという恐ろしい病気です。
【狂犬病ってまだあるの？】　日本では馴染みのない病気ですが、世界のあらゆる地域で
発生し、毎年約5万人が亡くなっています。
【室内犬も受けなくちゃいけないの？】　室内犬も対象です。日本では、すべての犬が年
1回「狂犬病予防注射」を受けることが義務づけられています。
【どこで注射は受けられるの？】　狂犬病予防集合注射の会場または
動物病院で受けることができます。
【犬の登録はどこでできるの？】　狂犬病予防集合注射の会場または
環境リサイクル課で登録できます。
問環境リサイクル課☎○内２３５

狂犬病予防集合注射のお知らせ
飼い主は年１回『狂犬病予防注射』を受けさせましょう

文化スポーツセンター駐車場
中馬場公民館◎
浮塚　氷川神社◎
松之木公民館◎
上大瀬公民館◎
老人福祉センター　寿楽荘駐車場　

ゆまにて（勤労青少年ホーム）駐車場　
資料館駐車場
大曽根中公民館◎
木曽根  氷川神社　（上木曽根会館）◎　
下大瀬公民館◎
垳　常然寺◎

〜
つ
な
が
り
育
て
る
地
域
の
力
〜

　近年、防災意識はますます高まり、地域でもさまざ
まな取り組みがなされています。災害といっても、地
震や台風などさまざまですが、こうした災害時には、
地域の人たちとの助け合いや、お互いへの思いやりが
重要となります。
　災害時の支援活動で最も優先されることは、命を守
るための救助や応急手当をすることであり、同時に食
料、健康、衛生、避難場所の確保や精神的なケアが必
要となります。
　しかし、災害発生時にはその緊急性から、社会的に
弱い立場に置かれた人への支援が遅れることがありま
す。災害に見舞われた人たちは「被災者」とひとくく
りにされがちですが、その中には女性、子ども、高齢
者、障がい者、外国人、けがや病気の人など、さまざ
まな人たちが含まれます。
　そのため、災害時には社会的に弱い立場の人たちの
人権を守るための配慮も必要です。例えば、避難所で
は着替えや授乳のための女性専用の場所や子どもの居
場所の確保、施設の表示を分かりやすい言葉や絵で表
すことなどが挙げられます。
　災害の状況によって必要とされる支援は異なりま
す。日頃からどのような配慮が必要となるのかを考え
るとともに、その生活に心を寄せ続けるなど人権意識
を高めることも「災害への備え」といえるのではない
でしょうか。

災害時にも人権の視点を
□問人権・男女共同参画課☎○内８１１、社会教育課☎○内３６５

◎の注射会場には十分な駐車スペースがありません。車での来場はご遠慮ください。

時間
実施日

午前9時30分～11時30分 午後1時～3時

4月18日（火）
4月19日（水）
4月20日（木）
4月21日（金）
4月24日（月）
4月25日（火）
4月26日（水）
4月27日（木）

人 権 そ れ は 愛

市役所庁舎西側駐車場

リサイクルプラザ南側駐車場


